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組合員の方が、非常災害（火災、風水害、地震等）に遭われた場合に、以下の災害給付制度および
災害貸付制度を利用することができます。
該当される組合員の方は、所属所の共済担当課を経由して請求または申込みをしてください。

非常災害等に遭われた場合に、その損害の程度に応じて災害見舞金が支給されます。
組合員の方が非常災害により住居および家財に損害を受けたとき
○非常災害とは、地震・津波・火災・台風・たつまき・豪雨による浸水・洪水・がけ崩れ・落雷な
ど主として自然現象による災害をいいます（盗難は除きます。）。
○住居とは、組合員が現に居住している建物のことをいいます。自宅・借家・借間・公営住宅等の
別は問いませんが、車庫・倉庫等は含みません。
○家財とは、住居以外で家具・調度品・寝具・衣類など毎日の生活に必要な財産のことをいいます。
不動産・現金・有価証券・預貯金・装飾品・絵画等は含まれません。 

○災害見舞金請求書
○り災証明書（請求書に証明を受けている場合は不要です。） 
○災害事実調査書 
○修理の見積書（住宅の損害の場合。損害の割合を算出するため、修理した場合および同じものを
建直した場合の２つの見積書が必要です。） 
○家財の品目別明細書（家財の損害の場合。組合員および被扶養者の全家財を記入し、被災したも
のについては滅失割合を記入してください。） 
○災害状況の平面図（災害部分を朱書きしてください。） 
○被災状況の写真（建物全体および内部等の被災の状況が把握できるもの。なお、床上浸水の場合
は、浸水の水位が確認できるように「定規」などを当てて写真を撮ってください。） 
○その他（新聞等に報道された場合、その記事のコピー）

※　同一世帯に２人以上の組合員がいる場合は、それぞれに支給されます。
※　被扶養者が別居している場合は、その住居または家財を組合員のものの一部として取扱います。
※　災害見舞金の算出に係る支給率の1.25倍については、特別職は１倍となります。

1日も早い復興を
豪雨等により被害を受けられた皆様に心からお見舞い申し上げます。
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≪ 災 害 見 舞 金 ≫

損害の程度（焼失、滅失又はこれと同程度の損害） 災害見舞金
・住居　及び　家財の全部 給料の３か月分×1.25
・住居　及び　家財の２分の１以上
・住居　又は　家財の全部 給料の２か月分×1.25

・住居　及び　家財の３分の１以上
・住居　又は　家財の２分の１以上 給料の１か月分×1.25

・住居　又は　家財の３分の１以上 給料の0.5か月分×1.25

・損害の程度の認定が困難な場合で、平屋建
ての家屋（家財を含む）が浸水した場合

床上120㎝以上 給料の１か月分×1.25
床上30㎝以上 給料の0.5か月分×1.25

≪ 災 害 貸 付 ≫
非常災害等による損害を受けた場合、復旧等に必要な資金の貸付けを行っています。

注１貸付限度額は、組合員期間により異なります。また、既貸付けの未償還金があるときは、その金額を差引いたものが
貸付限度額となります。

注２災害住宅貸付および災害再貸付で、住宅・災害貸付の未償還金を含む貸付額が400万円を超えるときは、抵当権の設
定が必要となります。また、災害家財貸付および抵当権を設定しない災害住宅貸付・災害再貸付は、貸付利率に債権
保全にかかる一部負担金率（年利0.06％）が上乗せされます。

注３償還回数と償還額は、貸付金額ごとに決められています。

お問い合わせ先　災害見舞金に関すること　保険課 医療保健係　☎083-925-6142災害貸付に関すること　　福祉課 貸付係　　　☎083-925-6551

貸付限度額（注１） 貸付利率（注2） 償還方法（注3）
災害家財貸付 最高　  200万円

変動性
年利　２．２２％

元利均等償還
「毎月償還」と

「毎月・賞与償還併用」を選択
災害住宅貸付 最高　1,800万円
災害再貸付 最高　1,900万円



ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
書
等
を
配
付
し
ま
し
た

3



4



5

特
定
保
健
指
導
っ
て
な
ん
だ
ぁ
??



6



貯
金
の
運
用
状
況

7



8



宿
泊
施
設
一
覧

9



10



宿
泊
施
設
一
覧

11



12



13



14



ラ
イ
フ
山
口
だ
よ
り

15



16



年
金
情
報

17



18






